
～新潟の可能性を切り開き，
２１世紀にふさわしい暮らし方を新潟から構築～
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「安心政令市にいがた」を目指して

田園と都市が織りなす，

環境健康都市
「大地・田園の力」

市民と地域が学び高め合う，

安心協働都市

「地域力・市民力」

「にいがた未来ビジョン」に掲げる３つの都市像

「地域力・市民力」，「大地・田園の力」，「日本海拠点の活力」を活かし，３

つの都市像の実現に向けた取組みを進めるとともに，新潟暮らしの良さを伸ばし，

内外にアピールするなど，「新潟暮らし創造運動」の展開により，２１世紀にふさ

わしい暮らし方を新潟から構築することで，「安心政令市にいがた」の実現を目指

します。

新潟暮らし創造運動

日本海拠点の活力を世界とつなぐ，

創造交流都市

「日本海拠点の活力」



平成２８年度は，政令市移行から１０年目を迎え，これまで拠点化と個性化を軸につく

りあげてきた政令市の土台に磨きをかけ，８１万市民と共に新潟の総力を結集し，日本一

安心して暮らせるまち「安心政令市にいがた」を確立していく年となります。 

今後急速に進む人口減少・人口構成の変化や厳しい財政状況への対応が求められるなか，

不断の行財政改革による市民サービスの充実と効率的な行財政運営を両立させ，本市を持

続可能な都市として，将来の世代に引き継いでいかなければなりません。 

そのために，平成３４年度までの財政目標を示した「財政予測計画」と，ファシリティ

マネジメントの考え方によりインフラ資産や公共施設を効率的に管理・有効活用する「財

産経営推進計画」に基づき，一層の財政健全化への取組みをスタートさせます。 

こうした基本的な考えのもと，平成２８年度予算では，市民の安心・安全な暮らしの実

現はもとより，「新潟市まち・ひと・しごと創生総合戦略」で掲げる「しごとづくり」と「ひ

とづくり」の好循環による魅力ある「まちの創出」に向け，取り組むべき分野の選択と限

られた経営資源の集中を図り，人口減少，超高齢・少子化への対応を最重要課題とする「に

いがた未来ビジョン」によるまちづくりを着実に推進していきます。 

 市民の安心・安全な暮らしの実現を最優先とし，足元の安全度の向上を図るとともに，

少子化の克服に向け，望む方が結婚し，望むだけのお子さまを安心して産み育てられるよ

う，切れ目のない支援を総合的に実施します。 

 誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせるよう，各地域で新しい支え合いの仕組みづく

りを進め，地域で医療と介護が受けられる「地域包括ケアシステム」の構築に向けた取組

みを加速させるなど，本市の誇る「地域力・市民力」が最大限発揮される環境づくりによ

り，『安心協働都市』を実現します。 

 本市が有する「大地・田園の力」を最大限活用し，「１２次産業化」を官民一体となって

推進していくとともに，誰もがいきいきと働くことができる環境づくりに取り組みます。 

 持続可能な公共交通体系の構築に向け，新バスシステムのさらなる利便性の向上に取り

組むとともに，公共交通や徒歩・自転車でまちなかに出かけ，楽しみながら行う健康づく

りとまちづくりを連動させる「健幸都市づくり（スマートウエルネスシティ）」を深化させ，

健康寿命の延伸につなげていくことで，『環境健康都市』を実現します。 

農業戦略特区をさらに発展させ推進していくニューフードバレーや航空機産業をはじめ

とする成長産業の育成とともに，既存産業の活性化や創業・起業を支援するなど，ＵＩＪ

ターンにもつながる魅力的な雇用の場を創出します。 

 G7新潟農業大臣会合を好機ととらえ，「食と農」を活かした「食文化創造都市にいがた」

を確立し，世界に発信することで，交流人口の拡大を図ります。 

 本市の地理的特性を最大限活かし，「日本海拠点の活力」を高めながら，「防災・救援首

都」の具体化を図っていくとともに，東アジア文化都市の交流で築いた関係をもとにネッ 

トワークを確立し，環日本海の平和共生を前進させることで，『創造交流都市』を実現します。 

 これらの取組みを進め，新潟暮らしの良いところを伸ばし，弱点を早期に改善するとと

もに，新潟暮らしの素晴らしさを市内外にアピールすることで，若者の流出抑制やＵＩＪ

ターンにつなげていく「新潟暮らし創造運動」を本格的に展開し，本市から地方創生を先

導していきます。 

～平成2８年度予算編成にあたって～
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少子化の克服に向け，市民が安心

持していくことに加え，各区での

る家庭に対する支援など，妊娠期

るとともに，出会いの場づくりの

また，本市の特性を活かし，子

充実するとともに，男女が共に仕事

します。 

今後急速に進展する超高齢社会

う，「地域包括ケアシステム」の

推進モデルハウスを市内各区へ展開

地域で医療・介護が受けられる

の協議体が運動体として機能できるよう

など，本市が誇る「地域力・市民力

度改革にも対応していきます。 

さらに，市民が安心して医療を

もがずっと安心して暮らせるまちの

 農業戦略特区をさらに発展させ

とともに，もみがら活用やアグリツーリズムなど

境や交流をはじめとした生活に密着

組みを，官民一体となって推進していき

人口の流出抑制と流入促進につながるよう

る経済的支援を充実するとともに

UIJ ターン促進の環境づくりを進

めていきます。 

本市の都心軸を明確にする取組

とともに，持続可能な公共交通体系

上や高齢者のお出かけ支援の充実

出かけ，楽しみながら行う健康づくりと

（スマートウエルネスシティ）」

地域資源を活かすまち    人

誰もがそれぞれにふさわしい働き方

ずっと安心して暮らせるまち   

学・社・民の融合による教育を推進

市民と地域が学び

田園と都市が織りなす

安心して子どもを産み育てられるよう，待機児童

でのワンストップ相談体制の確立や，初めて子育

期から子育て期までの切れ目のない支援を総合的

の充実に取り組んでいきます。 

子どもたちの地域への愛着と誇りを育む新潟

仕事と家庭の調和を図るワーク・ライフ・バランス

社会に対応し，誰もが住み慣れた地域で安心して

の構築に向け，地域の支え合いの拠点となる

展開していきます。 

けられる医療・看護・介護のネットワーク強化とともに

できるよう支援し，新しい支え合いの仕組みづくり

市民力」を最大限発揮できる環境づくりを進め

を受けられるよう，国民健康保険料率を据え

まちの実現に向けて取り組みます。 

させ，「ニューフードバレー」の取組みをさらに

アグリツーリズムなど，本市が有する「大地・田園

密着する分野に最大限活用していく「１２次産業化

していきます。 

につながるよう，地元企業への就職支援や若者

するとともに，空き家の活用や創業支援などの取組みと

進め，誰もがいきいきと働くことができるまちづくりを

取組みや各地域の特色を活かしたまちなか活性化

公共交通体系の構築に向け，新バスシステムのさらなる

充実に取り組むなど，公共交通や徒歩・自転車

づくりとまちづくりを連動させる取組み「健幸都市

を深化させ，健康寿命の延伸につなげていきます

人と環境にやさしいにぎわうまち

方ができるまち 

男女共同参画の推進・子どもを安心して産み育

推進するまち  地域力・市民力が伸びるまち

び高め合う，安心協働都市

りなす，環境健康都市

待機児童ゼロを堅

子育てを経験す

総合的に実施す

新潟らしい教育を

るワーク・ライフ・バランスを推進

して暮らせるよ

となる地域包括ケア

とともに，各地域

みづくりを進める

め，介護保険制

え置くなど，誰

みをさらに前進させる

田園の力」を環

次産業化」の取

若者の学びに対す

みと連動させた

くことができるまちづくりを進

活性化を進める

さらなる利便性の向

自転車でまちなかに

健幸都市づくり

いきます。 

育てられるまち 
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 農業と食品産業が一体となって

力強化や，海外を視野に販路開拓

た成長産業の育成を強化するとともに

中小企業の振興を通じ，UIJ ターンにもつながる

ます。

 本市で開催される G7 新潟農業大臣会合

を確立し，新潟の「食と農」の魅力

流人口の拡大を図ります。 

国土強靭化地域計画を着実に推進

イ機能の強化など平時の拠点化を

的特性を活かした「防災・救援首都

 また，「日本海拠点の活力」を

町にいがたの姿を明確にし，本市

 環日本海のセンターに位置する

文化都市」の交流で築いた関係をもとにネットワークを

 新潟暮らしの良いところに磨きをかけ

を本格的に展開していきます。 

 「にいがた未来ビジョン」に掲

と流入促進に向け，戦略的な情報発信

住促進を図るとともに，空き家の

進に向けた環境づくりを進めていきます

 さらに，地域への愛着と誇りを

人材の育成に取り組むなど，81

 新潟の総力を結集した「新潟暮

とづくり」の好循環を生み出し，

「選択される新潟」の実現を図ります

役割を果たし成長する拠点 雇用

世界とつながる拠点  

新潟暮らし創造運動 

日本海拠点の活力

となって発展するニューフードバレーの実現による

販路開拓に取り組んでいく航空機産業など，本市の

するとともに，既存産業の活性化や創業・起業を

ターンにもつながる魅力的な雇用の創出と雇用

新潟農業大臣会合を好機ととらえ，「食文化創造都市

魅力を世界に発信していくとともに，拠点性

推進し，足元の安全度を高めながら，環日本海

を進めることで，本州日本海側のセンターに

救援首都」の具体化を図ります。 

を高めていくため，2019 年の開港 150 周年

本市の拠点性をさらに伸ばしていく取組みを進

する本市から，平和共生を前進させていくため

をもとにネットワークを確立していきます

きをかけ，弱点を早期に改善する「新潟暮

掲げる３つの都市像の実現を図りながら，人口

情報発信や，若者の学びに対する経済的支援の

の活用や創業支援などの取組みと連動させた

めていきます。 

りを育む教育を充実し，未来の新潟を担い，地元

万市民へ運動の輪を広げていきます。 

新潟暮らし創造運動」の展開により，「しごとづくり

魅力的な「まちを創出」することで，地方創生

ります。 

雇用が生まれ活力があふれる拠点 魅力を活かした

活力を世界とつなぐ，創造交流都市

による農業の競争

の特性を活かし

を支援するなど，

雇用の安定を図り

食文化創造都市にいがた」

拠点性を活かし，交

環日本海ゲートウェ

のセンターに位置する地理

周年に向け，港

進めていきます。 

させていくため，「東アジア

していきます。 

新潟暮らし創造運動」

人口の流出抑制

の充実により定

させたUIJ ターン促

地元で活躍する

づくり」と「ひ

地方創生を先導し，

かした交流拠点 
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【Ⅰ 予算編成の基本的な考え方】

平成28年度は，政令市移行から10年目を迎え，これまで拠点化と個性化を軸につくりあ
げてきた政令市の土台に磨きをかけ，81万市民と共に新潟の総力を結集し，日本一安心
して暮らせるまち「安心政令市にいがた」を確立していく

今後急速に進む人口減少・人口構成の変化や厳しい財政状況への対応が求められるなか，
不断の行財政改革による市民サービスの充実と効率的な行財政運営を両立させ，本市を持
続可能な都市として，将来の世代に引き継いでいく

「安心協働都市」，「環境健康都市」，「創造交流都市」の3つの都市像の実現に向けた
取組みを進め，新潟暮らしの良いところを伸ばし，弱点を早期に改善するとともに，新潟
暮らしの素晴らしさを市内外にアピールすることで，若者の流出抑制やＵＩＪターンにつ
なげていく，「新潟暮らし創造運動」を本格的に展開し，本市から地方創生を先導

平成34年度までの財政目標を示した「財政予測計画」と，ファシリティマネジメントの
考え方によりインフラ資産や公共施設を効率的に管理・有効活用する「財産経営推進計
画」に基づき，一層の財政健全化への取組みをスタート

「新潟市まち・ひと・しごと創生総合戦略」で掲げる「しごとづくり」と「ひとづくり」
の好循環による魅力ある「まちの創出」に向け，取り組むべき分野の選択と限られた経営
資源の集中を図り，人口減少，超高齢・少子化への対応を最重要課題とする「にいがた未
来ビジョン」によるまちづくりを着実に推進

１ 平 成 ２ ８年 度 当 初 予 算 の 姿

（一般会計）平成２８年度当初予算編成のポイント

【Ⅱ 予算編成の具体的な姿】

◎ 当初予算　総額 ３，５９３億円
（対前年度比△５２億円　△１．４％）

普通建設経費を除く，行政経費は，対前年度比+47億円（+1.5％）
→ 国の地方財政計画（+0.4％）を上回る伸び率を確保

民生費

普通建設事業費　約461億円　（対前年度比△99億円　△17.7％）
　　　　・避難・防災拠点の耐震化や消防局の新設，清掃施設の整備など
　　　　　の大規模建設事業が終了
　　　　・新潟駅周辺整備，古町再開発など本市の拠点化に資する事業を
　　　　　着実に推進
　　　　・公共施設やインフラ資産の長寿命化・最適化を計画的に推進

プライマリーバランス（臨時財政対策債除く）　＋18億円
　　　　・本市の財政目標である「基礎的財政収支の均衡」を達成

基金の活用を抑制 活用額46億円（対前年度比△14億円）
　　　　・政令指定都市移行後で最少（当初予算）

「1億総活躍社会」実現に向けた施策やTPP対策などを盛り込んだ国の補正予算を有効に
活用しながら，平成28年度当初予算を編成

子育て支援の充実や「地域包括ケアシステム」の構築，医療保
険制度への支援により，対前年度比+64億円（+6.0％）

≪平成２８年度当初予算
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【一般会計・特別会計】 （単位：百万円）

伸率 ＋2.2⇒ ▲0.5⇒ ▲1.4

地財 　＋1.8　　＋2.3　　＋0.6

人件費▲15  物件費＋338　扶助費＋5,125　

補助費等▲2,157　公債費＋1,664　繰出金＋1,519  

建設事業費▲9,916

伸率 ＋2.2⇒ ＋4.2⇒ ＋4.0

国保▲847　介護＋2,529　公債＋7,498

伸率 ＋7.3⇒ ＋2.1⇒ ＋7.2

増減の主な内容

臨時福祉給付金＋2,397　子育て臨時給付金▲285

保育園運営費等＋1,749

障がい者自立支援関連給付費＋962

伸率 ＋3.3⇒ ▲11.8⇒ ▲17.8

地財 　＋3.1　　▲0.0　　＋1.9

一 般 会 計 ％ 伸率　 ＋3.5⇒ ▲11.9⇒ ▲17.7

増減の主な内容

＜補助＞

古町通7番町再開発＋987　古町通8番町まちなか再生＋296

避難・防災拠点耐震化▲1,030

56,150

平成２8年度当初予算の主な概要

　扶　助　費 ％

▲ 17.7

7.2

　普 通 建 設
　事 業

補  助 27,587 32,103

4.0 ％

76,781

▲ 9,981

　特 別 会 計
　規 模

▲ 17.8

71,656

▲ 9,916

　一 般 会 計
　規 模

46,125 56,041

46,169

5,125

▲ 5,200

229,815 220,875

H27

当初予算 当初予算

H28

359,300 364,500

備 考伸率%

％▲ 14.1

▲ 1.4

▲ 4,516

増 ▲減

8,940

％

％

避難・防災拠点耐震化▲1,030

清掃施設整備（亀田）▲3,130　学校改築等▲1,413

＜単独＞

内野地区集会施設＋307　黒埼出張所改修＋261

市民芸術文化会館大規模改修＋922

道路・街路▲1,486

消防局移転新築・消防救急無線デジタル化▲4,120

【企業会計】 （単位：百万円）

※（　）内は新会計制度移行に伴う特別損失等を除く数値

【全会計総計】 （単位：百万円）

※全会計総計は各会計の予算を足し上げたもので，各会計間におけるやり取りによる影響は反映させていません

712,615 708,100 4,515 0.6

604

▲ 547

26,894

123,500

69,442

27,107

26,176

％

％

％

％

718

775

0.9

▲ 2.0

18,538 23,938 ▲ 5,400

補  助 27,587

単  独

32,103

％

％▲ 59.6

％▲ 22.6

備 考
当初予算 当初予算

備 考
当初予算 当初予算

伸率%

H27

70,046

特別会計 44 109 伸率　 ▲51.0⇒ ＋78.7⇒ ▲59.6

増 ▲減 伸率%

％▲ 14.1

▲ 65

▲ 4,516

合　　　計

増 ▲減
H28 H27

0.6

H28

下水道事業会計

2.7

122,725

26,560水道事業会計 　　伸率　 ＋22.5（▲3.9）⇒ ▲23.4⇒ ▲2.0

病院事業会計 　　伸率　 ＋24.8（＋6.4）⇒ ▲18.1⇒ ＋2.7

企業会計規模

　　伸率　 ＋17.9（＋6.1）⇒ ▲0.1⇒ ＋0.9
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◆  市 債 の 状 況

市 債 発 行 額

（一 般 会 計） 本 市

プライマリーバランス　1,779

（臨時財政対策債除く）

臨時財政対策債

その他

※ 上記平成２７年度末見込の数値は，２月補正後の見込みです。・・

２８年度末見込

572,050

181,769

390,281

増▲減
（H28－H27）

11,049

12,827

▲ 1,778

２６年度末実績 ２７年度末見込

561,001

168,942

392,059

▲ 7,230 ▲

6.7%

386,240

（単位:百万円）

H2８ H2７
増 ▲減 伸率 % 備      考  （依 存 度）

当 初 予 算 当 初 予 算

28

17.0％ 15.8％ 13.6％
48,723 57,685 ▲ 8,962

26 27
▲ 15.5%

22.4% 地 財 11.1％12.7％ 10.3％

臨時財政
対 策 債

20,914 22,446 ▲ 1,532

通 常 債 25,009 32,239

◆ 基 金 の 活 用 （単位:百万円）

▲ 6.8%

そ の 他 2,800 3,000 ▲ 200 ▲

◆ 市債（一般会計）及び基金残高の推移 （単位:百万円）

市 債 残 高 539,865

153,625

基金残高

※ 基金残高は，財政調整基金・都市整備基金・市債管理基金の合算額です。

※ 基金は，満期一括償還に係る積立分を除きます。・・・・・・・・・・・

◆ 基 金 の 活 用 （単位:百万円）

4,000 ▲ 2,000 H28末残高見込

H2８ H2７ 増 ▲減 備      考

財政調整基金

▲ 1,400

計

財 政 調 整 基金 2,000

3,604都市 整 備 基金 1,600 1,000 600

市 債 管 理 基金 1,000 1,000

合    計 4,600

10,215

２８年度末見込

5,615

6,000

5,615

都市整備基金 2,002

市債管理基金 9

基金残高

２６年度末実績

16,215

２７年度末見込

（単位:百万円）
◆ 基 金 残 高 の 推 移

7



269

1,206 

3,５９３億円
歳 入

対前年度 ▲５２億円

・・・・・（▲1.4％）

２ 一 般 会 計（歳入・歳出） 予 算 の 概 要

国庫支出金

地方交付税・臨時財政対策債

対前年度 ▲７億円（▲1.1％）

◇ 普通交付税

対前年度 ＋９億円（＋2.3%)

◇ 臨時財政対策債

対前年度 ▲1５億円（▲6.8%)

◇ 特別交付税

対前年度 ±０億円（±0.0%）

市 税

対前年度 ＋４億円（＋0.３%）

◇ 個人所得割の増 ＋３億円（＋0.8%）

◇ 法人税割の減 ▲９億円（▲9.5%）

◇ 固定資産税の増 ＋８億円（＋1.7%）

分担金負担金

対前年度 ▲2億円（▲4.2%）

地方譲与税・交付金

対前年度 ＋16億円（＋6.4%）

◇ 地方消費税交付金の増

312

278 

47 

187 

538 

96 
３5 

625 

諸収入等

対前年度 ▲１3億円（▲4.2%）

◇ 制度融資貸付金元金収入の減

繰 入 金

対前年度 ▲１4億円（▲22.5％）

◇ 主要３基金の活用 46億円

対前年度 ＋25億円（＋4.9%）

◇ 臨時福祉給付金の増

◇保育園運営費等の増

◇ 学校改築等の減

◇ 避難・防災拠点耐震化事業完了

による減

使用料手数料

対前年度 ＋1億円（＋0.9%）

県支出金

対前年度 ＋１２億円（＋6.9%）

◇保育園運営費等の増

◇ 医療保険基盤安定負担金の増

市 債（臨時財政対策債除く）

対前年度 ▲７４億円（▲21.1%）

◇ 消防施設整備事業債の減

◇ごみ処理施設整備事業債の減

※端数処理の結果により，合計数値と内訳が合致しないものがあります。
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255 

1,140 

436 

3,５９３億円
歳 出

対前年度 ▲５２億円

・・・・・（▲1.4％）

民 生 費

対前年度 ＋６４億円（＋6.0%）

◇臨時福祉給付金の増

◇ 保育園運営費等の増

◇ 障がい者自立支援関連給付費の増

◇ 国民健康保険事業会計への支援の増

農林水産業費

対前年度 ＋６億円（＋7.4%）

◇ （農協等）生産技術高度化施設補助金

の増

商 工 費

衛 生 費

対前年度 ▲３４億円（▲11.7%）

◇ 清掃施設整備（亀田）完了による減

総 務 費

対前年度 ＋２億円（＋0.4%）

◇ 市民芸術文化会館大規模改修の増

◇内野地区集会施設建設事業の増

◇ 東アジア文化都市事業の減

◇ 水と土の芸術祭推進事業の減

113 

4３６

2６２

105 

572 

186 

８8 

そ の 他

の増

土 木 費

対前年度 ▲3１億円（▲5.1％）

◇ 避難・防災拠点耐震化事業完了による減

◇ 県債償還金負担金の減

◇ 新潟駅周辺整備事業の減

公 債 費

対前年度 ＋16億円（＋3.9%）

◇ 臨時財政対策債償還費の増

対前年度 ▲２０億円（▲9.6%）

◇ 制度融資貸付金の減

教 育 費

対前年度 ▲15億円（▲5.5%）

◇ 学校改築等の減

※端数処理の結果により，合計数値と内訳が合致しないものがあります。

消 防 費

対前年度 ▲４０億円（▲27.8%）

◇ 消防局整備完了による減

9



【財政改革の取組み】

○事務事業の見直し （単位：千円）

※ 精査の結果、数値を変更することがあります。

現在の厳しい財政状況に対処し，本市の持続的発展を図るため，市政改革と創造の取組みを推進

する中で，引き続き財政改革にも積極的に取り組みました。・・・・・・・・・・・・・・・・・

（具体的な取組み内容については資料編に記載）

項　　　目 24年度予算 25年度予算 26年度予算 27年度予算 28年度予算

各部局の取組み △ 596,054 △ 541,350 △ 712,649 △ 502,965 △ 1,375,630

４ 厳 し い 財 政 状 況 に 応 じ た 財 政 の 見 直 し４ 厳 し い 財 政 状 況に 応じ た 財 政の 見 直し４ 厳 し い 財 政 状 況に 応じ た 財 政の 見 直し４ 厳 し い 財 政 状 況に 応じ た 財 政の 見 直し４ 厳 し い 財 政 状 況に 応じ た 財 政の 見 直し４ 厳 し い 財 政 状 況に 応じ た 財 政の 見 直し４ 厳 し い 財 政 状 況に 応じ た 財 政の 見 直し４ 厳 し い 財 政 状 況に 応じ た 財 政の 見 直し４ 厳 し い 財 政 状 況に 応じ た 財 政の 見 直し４ 厳 し い 財 政 状 況に 応じ た 財 政の 見 直し４ 厳 し い 財 政 状 況に 応じ た 財 政の 見 直し3 厳しい財政状況に応じた財政の見直し
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4 さらなる成長に向けた重点課題への取組み
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（１）「しごと」　新たな産業集積による雇用創出 ･･･14 頁

（２）「しごと」　創造交流都市としての拠点性を活かした交流人口の拡大 ･･･15 頁

（３）「ひ　と」　ライフステージに応じた一貫した支援による少子化の克服 ･･･16 頁

（４）「ま　ち」　地域力・市民力を活かした誰もが安心して暮らせるまち ･･･17 頁

市民と地域が学び高め合う，安心協働都市

～超高齢・少子社会に対応し，地域の力を最大限に活かした「新たな支え合いの仕組み」を構築～

ずっと安心して暮らせるまち ･･･20 頁

男女共同参画の推進・子どもを安心して産み育てられるまち ･･･22 頁

学・社・民の融合による教育を推進するまち ･･･23 頁

地域力・市民力が伸びるまち ･･･23 頁

新潟の総力を結集して取り組む「新潟市まち・ひと・しごと創生総合戦略」

各都市像の取組み

田園と都市が織りなす，環境健康都市

～「農業特区」効果と大地の力を最大限に活かして，日本で初の「１２次産業化」を推進～

地域資源を活かすまち ･･･24 頁

人と環境にやさしいにぎわうまち ･･･25 頁

誰もがそれぞれにふさわしい働き方ができるまち ･･･26 頁

日本海拠点の活力を世界とつなぐ，創造交流都市

～本州日本海側のセンターに位置する特徴を最大限に活かし，多様な交流を創造～

役割を果たし成長する拠点 ･･･27 頁

雇用が生まれ活力があふれる拠点 ･･･28 頁

魅力を活かした交流拠点 ･･･29 頁

世界とつながる拠点 ･･･30 頁
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